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1 はじめに 
 

1.1 開発経緯 

 
(1) 開発の背景 

京都議定書の発効に伴い、建築分野における省エネルギーが大きな課題となっています。 我
が国では 1970 年代における二度のオイルショックを契機に、「エネルギーの使用の 合理化に関
する法律」（以下「省エネ法」という。）が整備され、あわせて、 PALや CECといった建築や設
備の性能基準が定められ、建築分野における省エネルギー対策 が推進されています。  
また、既に膨大な建築ストックが存在する現状において、これまで以上の省エネルギーを 推
進するためには、ストック対策の重要性が増大しています。このため、省エネ法が改正 され、
一定規模以上の建築物を新築する場合に加え、大規模修繕等を行う場合も所管行政庁 へ届け出
る措置が講じられました。  
これらの対策に対応するためには、新築建築物とあわせて既存建築物にも適用できる 総合的
なエネルギー消費量の算出ツールが必要です。このため、当財団においては、 国土交通省の支
援を受けて、「環境負荷削減のための建築物の総合的なエネルギー 消費量算出ツール開発のため
のガイドラインに関する研究」を実施することとして いますが、その成果を踏まえ、企画・設
計段階から運用段階にわたる建築物の 総合的なエネルギー消費量算出ツールの開発及び普及を
図る必要があります。  
これらから、財団では関係諸団体の協賛を得てエネルギー消費量算出ツールの開発・ 普及を
行うこととし、「(仮称)ＢＥＳＴ開発普及委員会」（委員長：村上周三 慶応義塾大学 教授）を１
８年度に創設することとしました。  
本委員会の成果（汎用プログラムとその維持管理体制）は、我が国の建築設備分野に携わる 全
ての方々にとって極めて有益なものになると期待されるものです(The BEST program(略称：
BEST))。  

(2) 開発の意義 

当財団はこれまで PAL/CEC に係る各種ツールの開発に対して主体的な役割を 担ってきてお
り、CEC/ACを求めるための計算プログラム（BECS）も開発してきました。  
「ツール開発ガイドライン調査」においては、エネルギー消費量算出ツールに 求める基本性
能・仕様の例として、計算時間間隔を比較的短くすることで自動制御 の同定が行えることや、
実負荷データを用いたシステム評価、時代の変化に 追従容易などを挙げています。  
さらに、エネルギー消費量算出ツールは建築分野における地球温暖化防止の基軸である 

CASBEE評価手法の支援ツールにもなり得るものであり、CASBEEの開発ならびに運営の 中心
を担っている当財団が、本事業を実施することの意義は大きいと考えられます。  
また、当財団はこのエネルギー消費量算出ツールについて開発とあわせて、 その維持管理を
行い、継続的にツールサービスとバージョンアップを行うことと しています。 
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1.2 本書の特徴 
 本書は、BEST-P（The BEST Program）の導入から全体操作の説明を中心に記載しています。従って
設備や建物で計算するモジュールやエレメントに関しての詳細な説明や詳細な操作については他の取扱

説明書をご参照下さい。また本書の説明内容を補足する意味で以下のようなマークを利用しています。 
 
    注意書き 
    補足事項 
    トピックス 
 
 
 
 
  「エレメント」とは共通・建築の計算で利用する要素（ダイアログ画面）を指します。 
  「モジュール」とは設備の計算で利用する機器（ダイアログ画面）を指します。 
 

1.3 免責事項 

 
¶ 本ソフトウェアは日本国著作権法および国際条約により保護されています。この製品の全部

または一部を無断で複製したり、無断で複製物を配布したりすると、著作権の侵害となりま

す。 
¶ 本ソフトウェアを構成するコンポーネントの著作権の帰属は下記のとおりです。 

・The BEST Programは（財）建築環境・省エネルギー機構（IBEC）に属します。 
（再配布ライブラリを除きます。） 

¶ また、以下のものは第三者が所有するデータもしくはソフトウェアであり、本ソフトウェア

の著作権の対象外です。 
・The BEST Programのインストールにより以下のライブラリが再配布されます。これら
は、それぞれのライセンスに従い再配布が可能です。 
・配布元 ant.jar：Apache Software Fundation （http://www.apache.org/licenses/） 
・配布元 jcommon-1.0.10.jar・jfreechart-1.0.6.jar：JFreeChart（http://www.jfree.org/jfreechart/） 
・配布元 toplink-essentials.jar：GlassFish（https://glassfish.dev.java.net/javaee5/persistence/） 
・配布元 vecmath.jar：Sun Microsystems （https://java3d.dev.java.net/#Licenses) 
・配布元 avalon-framework-4.2.0.jar・commons-io-1.3.1.jar・commons-logging-1.0.4.jar 

      fop.jar・log4j-1.2.15.jar・xmlgraphics-commons-1.3.jar：ApacheSoftwareFundation 
       （http://www.apache.org/licenses/） 

 
¶ 本ソフトウェアの内容・仕様は、訂正・改善のため予告なく変更することがあります。 
¶ 本ソフトウェアを運用した結果の影響については一切責任を負いかねますのでご了承くだ

さい。 

 

 
■ 
！！ 

！！ 
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1.4 使用環境 

 
本ソフトウェアは、下記の使用環境にて動作確認をしています。（その他のバージョンについて

は未確認です。） 
¶ OS 

・WindowsXP 
¶ 日本語入力システム 

・Microsoft IMEスタンダード 2003 
・Microsoft ナチュラルインプット 2003 

¶ Java Runtime Environment 
・JRE1.6.0_05  

    また、推奨動作環境は以下の通りです。 
¶ OS 

・Microsoft Windows XP Professional またはHomeEdition SP2以上 
¶ コンピュータ本体 

・Ｉｎｔｅｌ（Ｒ）Ｃｏｒｅ（ＴＭ）２ CPU 相当 以上を推奨 
¶ メモリ 

・１．０ＧＢ以上を推奨 
 

※ＪＡＶＡ jreを、すでに設定済のパソコンでは正常に動作しない場合があります。 
ＯＳの環境変数でＪＡＶA のパスを指定していないＰＣにＢＥＳＴ―P をインストールする
ことをお勧めいたします。 
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1.5 BEST-Pのインストール 
BEST-P（The BEST Program）をパソコンでご利用になるには、「Java Runtime Environment」 
「Java3D」 「BEST-P」の3種類のJARファイルをインストールする必要があります。 

 
(1) Java Runtime Environmentのインストール 

パソコンに Java Runtime Environment（1.6.0.05）が既にインストールされている場合は、こ
のステップを飛ばして(2)に進んでください。 
 
¬ Java Runtime Environment を SUNのホームページ（下記URL）から Java Runtime 

Environment（1.6.0.05以上）をダウンロードしてください。（以下は 2008/3/28現在のダウンロ
ード画面です。現在と必ずしも一致しません。） 

       http://java.sun.com/javase/downloads/index.jsp 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 JREダウンロード画面 ¬クリックします 
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図 1-2 使用許諾同意画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-3 JRE選択画面 

「Accept」を選択します。 

「Windows Offline Installation, Multi-language」を右クリックし、 

表示されたポップアップメニューで「対象をファイルに保存」を 

クリックします。 
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­ダウンロードした jre-6u5-windows-i586-p.exeをマウスでダブルクリックし、インストールを開
始します。（インストーラーが自動的に起動します） 
®インストールを開始すると図 1-4の画面が表示されるので《同意する》ボタンをクリックして下
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 ライセンス使用許諾同意画面 

 
¯インストールが終了すると図 1-5の画面が表示されるので《完了》ボタンをクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図 1-5 セットアップ完了画面 

 

®《同意する》ボタン 
  をクリックします。 

¯《完了》ボタン 
  をクリックします。 




